
　みなさんは自分の人生を振り返った時、どのような俳句を思いおこされるでしょうか。
　江戸時代を代表する俳諧師 小林一茶は、「わが宿は朝霧昼霧夜霧哉」「六十年踊る夜もなく過しけり」と自らの生き様を
振り返っています。
　一茶は想像を絶する数奇な人生を送りましたが、その中で２万余という膨大な数の俳句を詠んでいます。「雀の子そこの
けそこのけ御馬が通る」「我と来て遊べや親のない雀」などは、一茶の代表的な作品ですが、慈愛に満ちた心温まる俳句と
なっており、現在にも通じる大切な気持ちが込められているように思います。
　私たちが生きている21世紀は“人権の世紀”と言われていますが、身近な地域社会の中で尊厳が傷つけられたり、また、
権利が踏みにじられたりと、『いのち』が軽視された事件が後を絶ちません。
　平成29年12月に上田市が行った人権意識調査では、“今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことがある”と答えた
方は31.3%でした。差別されたり、人権を侵害されたりすると、一生涯心の傷として残るといわれていますが、人権は他人
事だと受け止めている人が多く、人権についてあまり関心がないと回答する人も少なくありません。しかし、人権に無関心
ではいられません。互いの人権を尊重することなしに、人が人らしく生活し幸福を享受することができるでしょうか。
　一茶に「露の玉でき損ひはせざりけり」と詠った句があります。この句にも、一茶のあたたかな心持ちが表れているように
思います。一茶は、自身の生き方や残した俳句を通して、私たちにいろいろなことを助言してくれているように感じています。
さらに、これからは今まで以上に、人と人との結びつきが強く求められる社会になっていくのではないかと思います。今求め
られているのは、日々の生活の中で、相手の立場（自分だったらこうしてほしい）になって“想像力”を働かせ、思いやりの心を
育んでいくことではないでしょうか。
　一茶の俳句を通して各々が『人権』を考えるきっかけの一つにしていただければと思います。

上田市人権啓発推進委員会　会長　橋爪一壽

ポスターの部
最優秀作品   「えがおがいっぱい」塩田西小学校  四年  泉原 一斗

No.31    2019
】ヒューマン【Human】とは…

「人間の」とか「人間的」と訳され、一人ひとりの人権を大切
にする明るい上田市であることを願い、名付けられました。

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり
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平成29年に実施した市民意識調査の結果をみてみましょう

あなたは、日本に居住している外国人に
対する差別・偏見があると思いますか？

現在どのような面に外国人に対する差別・
偏見があると思いますか？（複数回答）

日常生活の中に、外国人に対する差別・偏見があると感じている方が多いようですね。

あると思う
24.8％

どちらかといえば
あると思う 
35.4％

どちらかといえば
ないと思う 16.7％

ないと思う
6.8％

わからない 13.2％
無回答 3.1％

Ｑ1. Ｑ2.

就職・職場での待遇などで

日常的な態度・言葉・交際など
アパートなどの入居の拒否

結婚で

教育で

医療・福祉で

その他

無回答

0　　　  20　　　 40　　　 60　　　 80

人権に関する市民意識調査　平成29年12月　上田市・上田市教育委員会
【調査対象】住民基本台帳から無作為で抽出した20歳以上の男女2,000人
【回答数】834件（41.7%）

特別扱いしないで、普通
に話しかけてほしい。
あいさつだけでなく、
色々な話がしたい。

アメリカ 男性 在日5年

ＰＴＡや主人の仕事関係
で仲間ができました。
子どもに勉強を教えられ
ないことに困っています。

インドネシア 女性 
在日15年

治安のよい日本に来て
経済的にも安定して嬉
しいです。ゴミだし、バス
の乗り方、習慣が違うの
で困りました。

ネパール 女性 在日18年

今は週に1回、日本語教
室へ通っているだけなの
で、将来のために、学校
できちんと日本語学習を
したいです。

ブラジル 女性 16歳

日本語は読めるが、大変
時間がかかるので、重要
な公報などを読むのに
不便を感じている。

オランダ 男性 在日26年

　私は、このまえ仕事で電話を受けたとき、私が問い合わせ
の件で十分な説明をしたあと、「あなたは日本人じゃないよ
ね、ほかの人に代わって。」と言われて、すごくショックでし
た。日本人の中には、外国人に対して「良いイメージ」をもっ
ていない人もいることを知りました。
　違いがあるのは、当たり前です。誤解の原因って必ずある
ので、その原因をたしかめて、「日本では、こうなんだよ」と
言ってもらえば、解決すると思います。「言葉の壁」より「心の
壁」がお互いの理解を難しくしているように思います。

外国籍の皆さんに聞いてみました

田中  琳さんの話
・中国生まれ。18年前に来日。上田市に住んでいる２児の母です。
・上田市多文化共生推進協会（AMU）理事
・外国籍のみなさんが、孤立することなく地域社会とつながりをもって生活できるよう積極的に活動しています。　

た  なか　  りん

現在上田市には、60か国、4,111人の外国籍市民が生活しています。 （平成31年1月1日現在 住民基本台帳）

上田市は、長野県の中でも、外国籍市民の住む割合の高い地域です。

そこで、今回の特集では、「外国籍市民といっしょに 暮らすためにどんなことが 大切か」を考えてみました。

72.5

67.5
43.0

33.9
31.5
24.5

2.8
1.4

市民の皆さんにお願い
「あいさつをしよう」  「ルールをおしえて」  「ぜひ かかわって」

し みん みな ねが

上田に住む外国籍の
皆さんに伝えたいこと
「あいさつ ＝ なかよし」
「おもいきって話そう」

うえだ がいこくせき

みな つた

はな

特 集 市民みんなが笑顔で暮らせるまち
～外国籍市民のみなさんと共に～

がい こく  せき  し みん

し　　み ん くえ　　が お

とも

(％)

げんざいうえ だ　し こく にん せいかつがいこく せき  し  みん

うえ だ　し なが の　けん　　なか す わりあい たか ち いきがいこく せき  し  みん

く たいせつ かんがこんかい とくしゅう がいこく せき  し  みん
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上田市多文化共生推進協会（ＡＭＵ）
　外国籍市民を支援し、多文化共生社会の実現にむけて活動しています。
　多文化交流促進、自立と社会参画支援、異文化理解推進、外国籍児童・生徒の学習支援、日本語学習支援
等に取り組んでいます。

●上田市多文化共生推進協会（ＡＭＵ）
　 （上田市ふれあい福祉センター内）

　TEL：0268-25-2631　
　FAX：0268-25-2631　
　  E-mail：ueda_tabunka@po15.ueda.ne.jp

●上田市市民課  外国籍・多文化共生担当
　  （上田市役所内）

　TEL：0268-75-2245　
　FAX：0268-22-6023　
　 E-mail：simin@city.ueda.nagano.jp

問い合わせ先

地域の取り組み

上田市の取り組み

　冬休みの一日、千曲町の集会室に外国籍児童生徒
が集まり冬休みの宿題をしたり、ボランティアで指導し
ているレイナ・ユリコさんから日本語を教えてもらった
りしているところです。
　ここでは、地域の方も外国籍の子どもたちの学習を
みてくれています。宿題だけではなく日本語や日本の習
慣、ルールについても学びます。また、仲間同士の交流
の場にもなっていて、定期的にこのような会を行ってい
ます。
　千曲町の自治会ではそんな活動を理解し、集会所を貸したり、一緒に活動に参加したり、協力しながら外国籍の皆
さんとの交流を図っています。

うえだ多文化交流フェスタ 外国籍市民と学ぶ防災講座 中学校での学習支援

その1 あいさつしよう！  顔を合わせたら  日本語で

その3 くりかえし  話しかけよう！  なんどでも

その2 笑顔で  話しかけよう！ 思い切って もうひとこと
きっと笑顔で暮らせる

地域社会になるのでは

ないでしょうか。

え　がお　　　　く

ち　いき　しゃ　かい

３つのヒント外国籍市民との接し方
が い　こ く　 せ き 　し　　み ん せっ　　　　 か　た

かお あ に　ほん　ご

はな

え　がお はな おも　　　 き
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委員視察研修会 平成30年7月10日

人権を考える市民のつどい 平成30年10月3日

　今年は岐阜県八百津町の「杉原千畝記念館」を訪れま
した。杉原千畝は日本の外交官です。第二次世界大戦の
最中、北欧リトアニアの首都マナウス日本領事館に派遣
されていました。
　１９４０年、ポーランドに住んでいた人々は、西からド
イツ、東からソ連の武力侵攻を受け、リトアニアに逃れて
きていました。その中には多数のユダヤ人も含まれてい
ました。難民となった彼らには、もうどこにも行くところ
がありません。残されているのは、日本を経由して、他の
国に逃れることです。
　千畝は何度も外務省へビザの発給許可を願い出まし
たが、本省からの訓令は、いつも「日本から次の国に行く
のなら、その国への入国許可証がない限りビザを出して
はいけない」というものでした。領事館の周囲を埋め尽く
す難民は増えるばかりです。この時の気持ちを千畝は後
年次のように述べています。「私は何を隠そう、一晩中考
え続けた。苦慮・煩悶の挙句、私はついに人道、博愛精神
第一という結論を得た。そして私は何も恐れることなく
ビザ発給を決意した。」こうして決心した千畝は、一か月

余りの間ビザを書き続け、結果的に6,000人もの人々の
命を救ったのです。国からの命令に反する行いは、国内で
は評価されませんでしたが、イスラエル政府は1985年

（昭和60年）千畝を「諸国民の中の正義の人」として表彰
しました。記念館の館長さんからは、千畝の他にも多くの
人たちの協力があったことを教えていただきました。家
族や自らの危険を顧みず、多くの人の命を救った千畝の
ことを多くの人に知ってほしいと思いました。そして、人
権軽視の異常な国際情勢の中でも、人道に生きた杉原
千畝を誇りに感じました。

　講師は、政治学者の姜尚中さんでした。政治や政治思
想史を専門とし、テレビの討論番組やトーク番組・新聞・
雑誌などで幅広く活躍されています。
　講演は「共生・共苦・共楽の社会　～私の体験から～」
と題して、ご自身の生まれ育った故郷熊本での体験や、沖
縄から国後まで日本の様々な場所を歩かれての取材をも
とに、日本の社会の「人権」のあり方についてお話いただ
きました。
　最初に、「人権」とは「Human Rights（ヒューマンライ
ツ）」であり、本来の意味は「人間として正しいこと」であ
るが、その翻訳には「正しい」が抜けてしまっているという
こと等、「人権」という言葉から、何かが抜け落ちているの
ではないかとの問題提起から始まりました。
　人権がめざす姿は「自分が自分であることを認め、社会
でもお互いがお互いを認めること。」として、「同和問題」

「先住民族のアイヌの問題」「外国人の問題」「男と女の問

題からジェンダー」、最近
の「ＬＧＢＴ」等について語
られました。
　これらのお話を通して、
過去の人権問題はいまだ
続いており、さらに広がり、
深くなっているという現実
はあるが、今はそれを上回
る程の共に生きようとする
力がある。これからは、過
去の負の歴史を語り継い
でいきながら、「共生・共苦・共楽」の精神で生きていって
ほしいとまとめられました。
 終始温和な語り口で、緻密な取材をもとに人権に関する
課題に対して鋭く切り込んだ講演に、つい時間が過ぎる
のを忘れるほどでした。

　上田市人権啓発推進委員会は、各団体の代表や自主的に入会した120余名の市民で構成されています。
当委員会では、お互いの人権を尊重し、あらゆる差別をなくそうと学習や市民への啓発活動を行っています。
より多くの皆様に当委員会を知って参加していただきたく、この1年間の主な活動をご紹介します。

▲杉原千畝記念館での研修

▲姜尚中さん講演会

上田市人権啓発推進委員会 平成30年度の活動紹介

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり
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平成30年11月10日
人権啓発担当者研修会　

平成30年12月14日～平成31年1月9日
人権作品審査

平成30年12月4日～10日
第７０回人権週間 ～ 街頭啓発 ～　

平成31年2月23日～24日
うえだ人権フェスティバル　

　「思い込みに気づく…」をテーマに市内社会教育関係
団体等の人権担当者、約170名が２講座に分かれて話
し合いをしました。
　第１講座の「同和問題基礎講座」の参加者からは、「自
分が学んできた同和問題と違い、見方が変わった」との
感想がありました。
　第２講座の「ＤＶＤを視聴して人権問題を考える」の
参加者からは、「外国人は近寄りがたいというイメージ
があるが、接してみないとわからない」「障がいを持った
人から声をかけられたら手をかすことが大切」などの意
見が出ました。「思い込みから思いやり、そして思いあう
こと」との最後のまとめの言葉に、助けられたり、助けた
りすることの大切さを再確認した研修会でした。

　人権週間も７０回の節目を迎えました。今年はザ・
ビッグしおだ野店を新たな会場として加え、市内４ヶ所
で人権擁護委員の皆さんとともに「啓発チラシ、啓発物
品」の配布をしました。来店されるお客様も街頭啓発に
関心をもたれたようです。
　「人権」という言葉から、一人一人どんな印象を受け
たのでしょうか。人権は難しいものではなく、誰でも心で
理解し、感じとれるものだと思います。私たちが人間らし
く生きる権利であり、身近で大切なものです。
　この街頭啓発が、人権についての理解を一層深める
きっかけとなれば幸いです。

　人権作品の第一次審査が12月14日(金)に、第二次審
査が1月9日(水)に上田市中央公民館で行われました。
応募していただいた作品を審査員全員で１点、１点丁寧
に目を通し審査されました。
　今年は小中学生・高校生の応募のほか、社会人の皆
さんからの応募が昨年に比べて50作品も増えました。
　審査員からは「この作品からは作者の心の内側が伝
わってきますね」などの感想が出されました。充実した作
品をたくさん寄せていただき、人権への関心の高まりを
感じることのできる審査会でした。
　お寄せいただいた作品は上田市の人権啓発活動に使
わせていただきます。

　「いのち・愛、そして絆」をテーマに第31回人権フェス
ティバルが新築の西部公民館において開催されました。
　会場には人権啓発推進委員が作成したさまざまな人
権に関する資料と、小中高生や一般の方の人権作品が
展示されました。
　23日には最優秀作品の表彰式及び作品発表があり、一
生懸命に取り組んでいる子どもたちの姿に感動しました。
　24日には西小学校の生徒による金管演奏、第三中学
校二年生による東日本大震災復興支援活動「ひまわり
プロジェクト」の発表。午後は落語家の春風亭鹿の子さ
んの講演。落語の世界、簡単にできる健康法、「笑顔と感
謝の心」が大事だと面白おかしく、そしてわかりやすくお
話しいただきました。子どもも大人もそろって参加の「う
えだ人権フェスティバル」でした。

▲グループワークの様子

▲この標語素敵だよね。ちょっと読んでみて。

▲人権フェスティバル  講演会の様子▲上田駅前での啓発活動
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作
文
の
部

　上田市人権啓発推進委員会では、上田市教育委員会とともに、毎年多
くの方に人権尊重への理解を深めていただくために人権啓発作品（作
文・詩・標語・ポスター）を募集しています。
　今年度も小中学生をはじめたくさんの方に、応募していただきました。
その中から最優秀作品に選ばれた作品の一部を紹介します。

最優秀人権啓発作品平成30年度

▲うえだ人権フェスティバルで表彰式が
行われました。（平成31 年2月23 日）

　「
聴
覚
障
が
い
」こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、私
の

心
の
ど
こ
か
で
不
安
な
気
持
ち
が
少
し
あ
っ
た
。

　
授
業
で
、聴
覚
障
が
い
の
篠
原
さ
ん
と
北
原
さ

ん
と
交
流
を
し
た
。授
業
が
始
ま
る
前
、「
ど
ん
な

人
な
ん
だ
ろ
う
。」「
耳
が
聞
こ
え
な
い
の
に
ど
う

や
っ
て
交
流
す
る
の
だ
ろ
う
。」と
、少
し
不
安
な

気
持
ち
で
待
っ
て
い
た
。教
室
の
ド
ア
が
、「
ガ

ラ
ッ
」と
開
い
て
、篠
原
さ
ん
達
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。手
話
が
得
意
な
宮
下
先
生
と
一
緒
に
手
話
で

会
話
を
し
て
い
た
。教
室
は
と
て
も
静
か
で
物
音

も
し
な
か
っ
た
。篠
原
さ
ん
達
の
や
り
と
り
が
終

わ
り
、授
業
が
始
ま
っ
た
。　

　
ま
ず
、篠
原
さ
ん
の
自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
。

手
話
を
や
り
な
が
ら
も
、一
生
け
ん
命
口
で
し
ゃ

べ
っ
て
い
た
。「
私
は
四
才
の
時
に
耳
が
聞
こ
え
な

く
な
り
ま
し
た
。」と
。私
は
そ
の
時
、「
そ
ん
な
に

小
さ
い
時
か
ら
だ
っ
た
ん
だ
。」と
、少
し
お
ど
ろ

き
を
感
じ
た
。そ
の
後
は
、み
ん
な
で
動
物
や
果

物
を
手
話
で
表
わ
し
て
み
た
。ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン

の
ち
が
い
や
く
ま
と
犬
の
ち
が
い
な
ど
、自
分
達

で
手
話
を
予
想
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
た
の

だ
。篠
原
さ
ん
は
す
ご
く
明
る
く
て
一
緒
に
い
る

と
、笑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。「
聴
覚
障
が
い
」こ

の
言
葉
は
も
う
私
の
頭
の
中
に
は
な
か
っ
た
。そ

う
し
て
楽
し
く
交
流
し
て
い
く
内
に
私
達
も
手

話
に
興
味
を
も
ち
、覚
え
て
い
っ
た
。

　
最
後
に
は
、伝
言
ゲ
ー
ム
を
し
た
。私
達
の
班

は「
ス
ポ
ー
ツ
、剣
道
、得
意
」と
い
う
文
を
篠
原

さ
ん
に
伝
言
し
た
。慣
れ
な
い
手
話
で
ま
ち
が
え

な
が
ら
も
篠
原
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
た
。私
は
そ
の

時
、ふ
と
心
の
中
で
思
っ
た
。「
耳
が
聞
こ
え
な
く

て
も
、こ
う
や
っ
て
表
情
や
手
話
で
言
葉
を
伝
え

ら
れ
る
と
、心
が
通
じ
合
っ
た
み
た
い
に
う
れ
し

い
。」と
。

　
こ
の
一
時
間
、私
に
は「
心
の
耳
」が
、あ
っ
た
。

人
生
初
め
て「
聴
覚
障
が
い
」の
方
と
交
流
し

て
、最
初
は
、少
し
不
安
だ
っ
た
し
、耳
が
聞
こ
え

る
人
に
と
っ
て
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
そ
ん
な
事
は
全
く
な
か
っ
た
。も
ち
ろ
ん
ふ

つ
う
の
会
話
は
で
き
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、「
耳
の
代
わ
り
に
心
で
通

じ
合
う
。」そ
ん
な
体
験
が
で
き
て
、す
ご
く
う
れ

し
く
思
っ
た
。授
業
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
。

「
も
っ
と
交
流
し
た
か
っ
た
。」と
思
っ
た
。最
初

の
よ
う
に
、「
耳
が
聞
こ
え
な
い
か
ら
。」と
思
う

の
は
や
め
る
こ
と
に
し
た
。篠
原
さ
ん
達
の
よ
う

に
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
は
い
や
だ
と
思
う
か
ら
だ
。な
ぜ
な

ら
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
人
と
人
が
相
手
の
気

持
ち
や
様
子
を
理
解
す
れ
ば
、ど
ん
な
時
だ
っ
て

通
じ
合
え
る
か
ら
だ
。私
は
こ
の
こ
と
を
絶
対

に
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。今
回
の
体
験
は

き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
生
か
せ
る
こ
と
が

あ
る
と
思
う
。一
つ
の
障
が
い
を
か
か
え
な
が
ら

も
一
生
け
ん
命
生
き
て
い
る
篠
原
さ
ん
達
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
過
ご
し
た
い
。ま
た
、手
話
な

ど
に
も
っ
と
興
味
を
持
ち
た
い
。

　「
聴
覚
障
が
い
」こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、今

の
私
に
は「
心
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」と
い
う

言
葉
し
か
な
い
。

心
の
耳
で
聴
く

傍
陽
小
学
校
　
六
年
　
岩
元 

紅
璃

ひ
つ
じ
さ
ん
の
お
世
話

　
　
　
　
塩
川
小
学
校  

二
年  

廣
川  

雄
大

「
サ
イ
ア
ク
！
」を
読
ん
で
思
っ
た
こ
と

　
　
　
　
長
小
学
校  

三
年  

大
久
保   

理
沙
子

私
の
心

　
　
　
　
中
塩
田
小
学
校  

四
年  

保
屋
野  

咲

心
の
耳
で
聴
く

　
　
　
　
傍
陽
小
学
校  

六
年  

岩
元  

紅
璃

読
書
か
ら
人
種
差
別
を
考
え
る

　
　
　
　
菅
平
中
学
校  

一
年  

今
井  

陽
萌

差
別　

　
　
　
第
四
中
学
校  

二
年  

岩
本  

優
芽

同
和
問
題
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　
依
田
窪
南
部
中
学
校  

三
年  

両
角  

春
奈

「
い
じ
め
」に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
い
て

丸
子
修
学
館
高
等
学
校  

一
年  

武
重  

功
太
郎

作
文
の
部  

最
優
秀
賞  

受
賞
者
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い
わ
も
と  

あ
か  

り

ひ
ろ
か
わ  

ゆ
う
だ
い

い
わ
も
と  

あ
か 

り

い
わ
も
と   

ゆ

　め

も
ろ
ず
み  

は
る 

な

た
け
し
げ  

こ
う 

た 

ろ
う

い
ま 

い  

　 ひ 

め

ほ  

や
　の

　  

さ
き

お
お
く

　ぼ 

　
　り  

さ  

こ



詩
の
部

標
語
の
部

詩の部  最優秀賞  受賞者

な
か
な
い
で

　な
に
か
あ
っ
た
の

　ど
う
し
た
の

　
　
　
　
川
辺
小
学
校  

一
年  

原  

凜
桜
奈

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　み
ん
な
し
っ
ぱ
い

　あ
る
か
ら
ね

清
明
小
学
校  

二
年  

荻
原  

由
衣

「
あ
そ
ぼ
う
よ
」
　み
ん
な
で
な
か
よ
く

　わ
い
わ
い
わ
い

浦
里
小
学
校  

三
年  

坂
口  

陽
音

大
丈
夫
？
そ
の
一
言
で

　明
日
が
か
わ
る清

明
小
学
校  

四
年  

伊
藤  

由
杏

い
じ
め
の
連
鎖

　断
ち
切
れ
る
の
は

　あ
な
た
の
勇
気

中
塩
田
小
学
校  

五
年  

小
出  

咲
花

悪
口
は

　か
る
く
言
っ
て
も

　お
も
い
こ
と菅

平
小
学
校  

六
年  

縵
沢  

仁

い
じ
め
は
ね

　誰
か
の
勇
気
が

　助
け
舟第

六
中
学
校  

一
年  

西
澤  

叶
理

消
火
せ
よ

　君
の
ま
わ
り
の

　い
じ
め
の
火

　
第
五
中
学
校  

二
年  

宮
澤  

陽
菜

気
づ
こ
う
よ

　聞
こ
え
ぬ
さ
け
び

　見
え
ぬ
傷

　
第
五
中
学
校  

三
年  

富
澤  

大
翔

や
め
ま
し
ょ
う

　見
な
い

　知
ら
な
い

　し
ら
ん
ぷ
り

　
社
会
福
祉
法
人  

敬
老
園  

望
月  

さ
ち
ほ

わたしのなかよしの友だち
「いいよ。」って言うから
わたしの弟
五年四組
キックベース
友達とは

丸子北小学校  二年

丸子北小学校  三年

塩田西小学校  四年

神科小学校  五年

塩田西小学校  六年

第五中学校   二年

髙 木さくら
池 田 柚 希
崎 原  萌 衣
長谷川陽大
市 村 綾 大
下 島 佳 純

わ
た
し
の
な
か
よ
し
の
友
だ
ち

丸
子
北
小
学
校  

二
年  

髙
木  

さ
く
ら

い
つ
も
は
な
か
よ
し
の
友
だ
ち
と

け
ん
か
を
し
ち
ゃ
っ
た
。

わ
た
し
と
友
だ
ち

ど
っ
ち
の
方
が
わ
る
い
の
か
な
。

わ
た
し
は
、
友
だ
ち
に

わ
る
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
て
も

し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
し

ほ
ん
と
う
は
、
わ
た
し
は

わ
る
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
し
、

ど
っ
ち
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

わ
た
し
の
心
の
中
は
、

い
や
な
気
も
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど

け
ん
か
し
た
友
だ
ち
も
、

わ
た
し
と
同
じ
気
も
ち
な
の
か
な
。

　や
っ
ぱ
り
、
あ
し
た
会
っ
た
ら

す
ぐ
あ
や
ま
ろ
う
か
な
。
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た
か  

ぎ

たか  ぎ

いけ  だ　　　ゆず   き

さき  はら　　  め    い

しも  じま　　  か   すみ

いち  むら　  りょう  た

は せ が わ あき ひろ

は
ら

　 り  

お   

な

お
ぎ
わ
ら

　 ゆ  

い

さ
か
ぐ
ち

　は
る
と

い 

と
う 

　ゆ  

あ

こ
い
で

　 え
み 

か

ぬ
た
ざ
わ

　じ
ん

に
し
ざ
わ

　か
な
り

み
や
ざ
わ

　 ひ  

な

と
み
ざ
わ

　 ひ
ろ
と

も
ち
づ
き



ポスターの部

「えがおがいっぱい」
平成30年度の人権啓発ポスターの部において最優秀
作品に選ばれた作品です。
上田市人権啓発推進委員会では、市民の皆様お一人
おひとりの個性が輝き、このポスターのような笑顔が
あふれる住みやすい上田市になるよう皆様といっしょ
に人権啓発に取り組んでいきます。

表紙について

心の雨を晴らそう
塩田中学校 三年　大井 美音

にこにこ みんな なかよし
傍陽小学校 一学年十四名のみなさん

ひとつもかけてはいけない言葉
東小学校  六年　金子 來奈

明日に希望を
第五中学校 一年　須藤 虹

いじめやめて！
心のピースはずれるまえに

塩田中学校 三年　大田 唯

自
分
の
色
あ
な
た
の
色
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
架
け
よ
う
思
い
や
り
の
橋

丸
子
北
小
学
校 

五
年

　岡
本 

英
桜

ともだち大切に
川辺小学校 三年　竹花 颯良

なかよしの花をさかせよう
城下小学校 二年　上原 梯虎
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